
Beinecke MS 408   10v-01  (voynich manuscript)

このページにはパンジーの紹介とその育て方が書かれています。
ただし別訳もできます。

pand sand batda paattb nadafb sand fadar dafbsb kaid
パンドの土は、悪い通気性で不活発な土は遠い所へやる。
遠い土地では活発に手入れし中央に置く。

said sand qab aafadar aadand nadaf aadasand fab sand
古い土は震わし混ぜる。ひどく豊かで無い時は他の土と薬を土にやる。

sbada bftb qaadaum daum fb adata sb
小さくなった新しい芽は小屋に入れ、家で眺め、昼間は手入れする。

nadafaa bfdar badand sand nadafaatb bafatb bfadar said
十分でない新しい土地で色々悪い土は、十分に風を当て新しい土地を古くする。

bada bqttb sand nadafaab nadafdar aadata sand nadaqaab qb
悪い後掛けの土は十分ではない。豊かで無い土地は昼間、土に暗くない所で水をやる。

badand aadar bafab nadafb nadafdand nadaqdaum aadar and
色々悪い時は置いて、始めから不活発だったりゆったりとしていない時は、
暗くない家に置きそして、

nadaqdata aab qb adata aatqb sand said aaqaad
暗くない時に全てに水をやり、昼間の水やりは土で、元(良い花)と離す。

別訳　同様の別訳は他のいくつかのページでもあります

わずかな国土に豊かな幾らかの国があった。争いの無い国土だった。
遠い農地で争った国は後に助け合った。

長老の国土には地震があり、農地が混じりひどかった。
長期では無い争いで、辛い人の国土となった。

成長が少ない新しい国は小さい家だが、家は良い人で幾らかの家が国だった。

長期ではない新しい農地は色々悪い国土で、長期の国は無かった。
始めの国は新しい農地で長老が居た。

悪い古くない国の国土は長期ではなく豊かでない農地だった。
幾らかの家の国土は自立的で無く成長した。

色々悪く、幾らかの農地の始めの人は、争わず豊かな支えが無かった。
無自立家の農地も同様であった。

無自立家は全て地域で、幾らかの家は地域を加えた国土だった。
長老は指導から離れた。


